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　国連環境計画（UNEP：United Nations Environment 
Programme）は、地球環境アウトルック（Global 
Environment Outlook）の最新版（GEO-4）を、
10月25日、ナイロビとニューヨークで発表した 1）。
　GEO-4 は、約 390 人の専門家による執筆とそ
れ以外の 1000 人以上のレビューを経てまとめら
れたものであり、環境問題全般に関する国連の報
告書として最も包括的なものと位置づけられてい
る。2002 年に発表された GEO-3 との違いは、土
壌劣化、生物多様性の損失、水や漁業など地球環
境資源の過剰消費に関する惨状がより鮮明にな
り、これらが気候変動問題以上に強い論調で警告
されている点である。GEO-4 では、気候変動に
ついてはもちろん最優先で取り組むべき問題であ
るが、もはや政治的な意思決定とリーダーシッ
プによる政策議論へ移行したとされている。こ
れは、気候変動に関する政府間パネル（IPCC：
Intergovernmental Panel on Climate Change）
が、地球温暖化問題が人為的活動に起因するもの
とほぼ断定したことを受けている。なお、温室効
果ガスの削減目標と気候変動への適応に関するアプ
ローチについては、国連開発計画（UNDP：United 
Nations Development Programme）からも新た
な枠組みが提唱されている 2）。
　GEO-4 によれば、人間一人当たりの生活を支え
るために必要な地球環境資源量（フットプリント）
の現在の要求量は 21.9 ヘクタール / 人であり、こ
の数字は地球の生物学的供給限界である 15.7 ヘク
タール / 人の 1.39 倍に達している。したがって、
社会システムや経済構造について、ライフスタイ
ルの大胆な変化を含めた根本的な変革が必要な事
態であると強調している。
　水についてもいくつかの過剰消費状況が指摘さ
れている。現在利用可能な水源のうちの約 70％は
灌漑に利用されているが、飢餓対策として将来必
要な食料生産量（2050 年までに倍増）を鑑みれば、
灌漑利用水の増加に伴って水源が逼迫する。飲み
水については、発展途上国で 2025 年までに 50％
の使用増加が見込まれており、これに対応してい
くための社会的負担がますます上昇する。水質に
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ついては、微生物病原体や過剰な栄養分で汚染さ
れた水の摂取が改善されずに病気や死につながる
問題がより深刻になると懸念されている。
　生物多様性における現在の絶滅危機は、生物誕
生以来 6 度目のピークにあたるが、人為的活動に
起因する点が過去 5 回との違いである。今回の絶
滅速度は最速で、化石に残された過去の記録と比
べ約 100 倍の速さである。現在、脊椎動物のグ
ループのうち、30％以上の両生類、23％の哺乳類、
12％の鳥が、絶滅の危機に瀕している。生態系へ
の外来種の侵入も、問題が大きくなっている。例
えば、偶然に船で持ち出されたクラゲが別の海域
の生態系に侵入し、商業的漁場を壊滅させた例な
どが報告されている。
　食料問題だけでなく生物多様性にも関わる問題
として、魚の乱獲が強調されている。世界の魚の
消費量は 1961 年から 2001 年までに 3 倍以上に
なったが、漁獲量は 1980 年代から停滞、あるい
は減少傾向にある。世界の漁業はこれまでの各国
の助成金政策によって過剰な漁獲能力を保有して
おり、持続可能な漁獲量に対して 250％の過剰率
であると見積もられている。
　GEO-4 は、これまでの気候変動問題中心の議論
から、大気、生物多様性、土地利用、水や漁業資
源など、より包括的な地球環境問題へと議論が広
がるきっかけになるものと考えられ、その点にお
いて注目される報告書である。
参　考
1） 国連環境計画 (UNEP)GEOホームページ資料：
       http://www.unep.org/GEO/index.asp
2）  国連開発計画 (UNDP)「人間開発報告書2007/2008」資料：
http://www.undp.or.jp/hdr/pdf/release/2007-2008.pdf
GEO‐4
出典：参考資料 1）
     ࿑⴫ )'1   ಴ౖ 䋺ෳ⠨⾗ᢱ

